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平
成
三
十
年
十
二
月

大
乗
戒
勅
許
と
最
澄
の
最
期
を
め
ぐ
る
定
説
へ
の
疑
義

―
『
叡
山
大
師
伝
』
を
中
心
に

―

張

堂

興

昭

序　

最
澄
伝
の
第
一
級
史
料
た
る
一
乗
忠
撰
『
叡
山
大
師
伝
』（
以
下
、

『
大
師
伝
』
と
略
す
）
に
よ
れ
ば
、
最
澄
は
そ
の
晩
年
、
大
乗
戒
独
立
を

幾
度
も
奏
請
す
る
が
、
僧
綱
の
猛
反
対
に
遭
い
、
つ
い
に
そ
の
勅
許
を

聞
く
こ
と
な
く
弘
仁
十
三
（
八
二
二
）
年
六
月
四
日
入
滅
す
る
。
と
き

に
藤
原
冬
嗣
、
良
岑
安
世
、
藤
原
三
守
、
伴
（
大
伴
）
国
通
か
ら
な
る

最
澄
の
外
護
者
（
四
賢
臣
と
い
う
）
は
、
最
澄
の
上
奏
文
を
再
奏
上
し
、

同
六
月
十
一
日
に
大
乗
戒
独
立
の
勅
許
が
下
さ
れ
た
と
あ
る
。
こ
れ
は

今
日
ま
で
お
よ
そ
千
二
百
年
間
、
揺
る
が
し
難
い
定
説
と
し
て
踏
襲
さ

れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
近
年
、
佐
伯
﹇
一
九
九
二
）
1
（

﹈
に
よ
っ
て
、

『
類
聚
国
史
』
巻
第
百
七
十
九
、
仏
道
部
六
、
諸
宗
、
弘
仁
十
三
年
六
月
壬
戌

（
三
日
）
条
に
、「
…
…
天
台
法
花
宗
年
分
度
者
二
人
。
於
二
比
叡
山
一。
毎
レ
年

春
三
月
。
先
帝
国
忌
日
。
依
二
法
花
経
制
一。
令
二
得
度
受
戒
一。
…
…
許
レ
之
」

と
み
え
、
…
…
「
許
レ
之
」
と
あ
る
の
は
、
最
澄
が
入
滅
す
る
六
月
四
日
の
前

日
に
嵯
峨
天
皇
の
勅
許
の
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
最
澄

は
、
死
の
床
で
、「
依
二
法
華
経
制
一。
令
二
得
度
受
戒
一
」
と
い
う
こ
と
に
対
す

る
勅
許
の
あ
っ
た
こ
と
を
聞
い
た
こ
と
に
な
る
。

と
、『
類
聚
国
史
』
の
史
料
上
の
信
頼
度
に
鑑
み
た
衝
撃
的
学
説
が
提

示
さ
れ
た
。
ま
た
佐
伯
﹇
一
九
九
八
﹈
で
は
、
官
符
発
給
と
同
日
の
勅

許
は
手
続
上
あ
り
得
な
い
こ
と
を
究
明
し
て
い
る
。

し
か
る
に
張
堂
﹇
二
〇
一
八
﹈
は
佐
伯
説
が
顧
み
ら
れ
な
い
現
状
を

憂
慮
し
、
新
た
に
「
六
月
三
日
大
戒
勅
許
」
の
史
実
を
裏
付
け
る
次
の

二
点
を
見
出
し
た
。
一
つ
は
、
三
千
院
本
『
慈
覺
大
師
傳
』（『
続
天
全
』

史
伝
２
所
収
）
が
、
最
澄
の
大
戒
独
立
周
辺
の
事
蹟
に
つ
い
て
「
勅
命
纔

下
、
大
師
帰
寂
）
2
（

。」
と
記
し
て
い
る
点
。
い
ま
一
つ
は
、
光
定
が
『
伝
述

一
心
戒
文
』（
以
下
、『
一
心
戒
文
』
と
略
す
）
に
て
、「
彼
時
、
師
云
。
為
レ
我

勿
レ
作
レ
仏
、
為
レ
我
勿
レ
写
レ
経
、
述
二
我
之
志
一。
者
、
臨
終
之
時
、
深

欲
レ
伝
二
一
乗
戒
一。
…
…
美
作
介
藤
原
常
永
大
夫
、
寄
二
遺
言
事
一、
達
二

弘
仁
大
皇
一。
大
皇
勅
許
）
3
（

。」
と
、
最
澄
が
右
波
線
部
の
遺
命
を
発
し
た

段
階
で
『
大
師
伝
』
が
い
う
四
賢
臣
で
は
な
く
、
藤
原
常
永
（
生
年
不

詳
〜
八
六
七
）
に
大
戒
勅
許
の
再
再
の
具
申
上
達
を
託
し
た
と
こ
ろ
、
何

と
嵯
峨
天
皇
が
勅
許
を
下
し
た
と
明
記
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

こ
こ
に
筆
者
は
六
月
三
日
勅
許
の
様
相
を
新
た
に
知
り
得
る
と
共
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大
乗
戒
勅
許
と
最
澄
の
最
期
を
め
ぐ
る
定
説
へ
の
疑
義
（
張

堂
）

に
、『
大
師
伝
』
と
『
一
心
戒
文
』
と
い
う
最
澄
伝
の
双
璧
が
、
大
戒

勅
許
を
め
ぐ
っ
て
齟
齬
を
き
た
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
の
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
の
定
説
に
対
す
る
疑
義
と
考
証
の
余
地
を
見
た
の
で
あ
る
。

一　

で
は
、『
大
師
伝
』
の
当
該
箇
所
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

（
A
）
弘
仁
十
三
年
歳
次
壬
寅
六
月
四
日
辰
時
、
於
二
比
叡
山
中
道
院
一、
右
脅
而

入
二
寂
滅
一。
春
秋
五
十
六
也
。
…
…
時
、
右
大
臣
従
二
位
藤
原
朝
臣
、
中
納
言

従
三
位
良
峰
朝
臣
、
権
中
納
言
従
三
位
藤
原
朝
臣
、
右
中
弁
従
五
位
上
大
伴
宿

弥
、
共
尋
二
先
帝
・
先
皇
高
蹤
一、
同
知
二
後
生
・
後
代
伝
燈
一。
不
レ
捨
二
先
師
本

願
一、
以
二
山
修
山
学
表
一、
謹
奏
二
聖
朝
一。
…
…
六
月
十
一
日
、
允
許
如
レ
左
。

…
…
即
官
符
文
云
。
検
伝
灯
法
師
位
最
澄
奏
状
偁
。
夫
如
来
制
戒
、
随
レ
機
不

レ
同
。
衆
生
発
心
、
大
小
亦
別
。
…
…
請
、
前
件
度
者
、
比
叡
山
毎
年
春
三

月
、
先
帝
国
忌
日
。
依
二
法
花
経
制
一、
令
二
得
度
受
戒
一、
一
十
二
年
、
不
レ
聴

レ
出
レ
山
、
四
種
三
昧
令
レ
得
二
修
練
一。
…
…
謹
副
二
別
式
一、
謹
以
上
奏
。
者
、

被
二
右
大
臣
宣
一
偁
。
奉
レ
勅
、
宜
依
二
奏
状
一。
者
、
省
宜
承
知
、
依
レ
宣
行

レ
之
。
符
到
奉
行
。
…
…
十
四
年
二
月
二
十
六
日
、
於
二
比
叡
山
寺
一、
…
…
勅

賜
レ
寺
、
宜
下
改
二
本
名
一、
号
中
延
暦
寺
上
。
并
（
B
）
二
十
七
日
、
太
政
官
牒
送
二

延
暦
寺
一
云
。
…
…
今
案
二
式
意
一、
応
レ
試
レ
業
者
、
先
申
二
別
当
一、
聴
二
彼
処

分
一、
試
業
既
訖
、
亦
申
二
別
当
一。
別
当
執
奏
、
仍
国
忌
日
、
便
令
二
得
度
一、
不

レ
可
三
更
経
二
治
部
・
僧
綱
一、
其
応
二
試
義
條
一、
一
依
下
太
政
官
、
去
延
暦

二
十
五
年
正
月
二
十
六
日
、
下
二
治
部
省
一
符
旨
上
、
於
二
彼
寺
一
試
、
得
度
已

畢
、
別
当
申
レ
官
、
勘
レ
籍
、
并
与
二
度
縁
一、
然
後
、
下
二
知
治
部
省
一。
自
レ
今

以
後
、
立
為
二
恒
例
一、
牒
到
、
準
レ
状
。
故
牒
。 

（『
伝
全
』
五
附
・
四
一
〜

四
二
頁
）

ま
ず
傍
線
部
（
A
）
こ
そ
、「
六
月
四
日
遷
化
」↓「
十
一
日
勅
許
」
な

る
定
説
の
出
処
で
あ
り
、
特
に
「
六
月
十
一
日
、
允
許
如
レ
左
」
と
し

て
、「
太
政
官
符
」
を
引
く
が
、
す
で
に
最
澄
の
『
上
顕
戒
論
表
』
に
、

謹
以
二
（
C
）
弘
仁
十
一
載
歳
次
庚
子
一、
為
レ
伝
二
円
戒
一、
造
二
顕
戒
論
三
巻
・
仏

法
血
脈
一
巻
一、
謹
進
二
陛
下
一。
…
…
若
允
二
許
進
表
一、
請
降
二
墨
勅
一。
…
… 

 

（『
伝
全
』
一
、
二
六
一
頁
）

と
、「
勅
許
」
と
「
允
許
」
を
同
義
と
す
る
用
例
が
あ
り
、
こ
れ
が
「
官

符
」
を
し
て
「
勅
許
」
と
誤
解
さ
れ
る
一
斑
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

さ
て
、
問
題
は
傍
線
部
（
B
）
の
弘
仁
十
四
年
二
月
二
十
七
日
付

「
太
政
官
牒
」
の
「
不
レ
可
三
更
経
二
治
部
・
僧
綱
一
」
と
い
う
内
容
に
つ

い
て
、
四
賢
臣
の
一
人
で
延
暦
寺
俗
別
当
で
あ
っ
た
伴
（
大
伴
）
国
道

が
、
天
長
二
（
八
二
五
）
年
八
月
に
国
道
自
身
と
天
台
宗
と
の
深
い
因

縁
を
披
歴
し
た
書
簡
を
義
真
と
円
澄
に
宛
て
て
い
る
の
で
あ
り
、

弟
子
国
道
、
謹
呈
二
書
於
叡
山
延
暦
寺
、
大
徳
内
供
奉
義
真
、
円
澄
両
公
房
下
一

…
…
天
台
教
者
、
我
祖
与
二
鑑
真
和
上
一
之
所
二
将
来
一
也
。
…
…
後
至
二
延
暦
年

中
一、
比
叡
禅
師
、
纔
見
三
義
超
二
諸
宗
一。
…
…
（
D
）
弘
仁
十
一
年
庚
子
、
請
下
天

台
年
度
二
人
、
不
レ
経
二
治
部
・
僧
綱
一、
割
二
分
天
台
年
分
二
人
一、
於
二
比
叡
寺
一、

得
度
受
戒
上。
天
判
未
レ
了
、
禅
師
已
没
。
弟
子
夙
縁
有
レ
感
、
得
レ
遇
二
良
人
一。

忝
承
二
遺
訓
一、
思
レ
修
二
其
志
一。
乃
諮
二
左
大
臣
良
相
、
中
納
言
、
権
中
納
言
一。

此
公
等
、
与
二
禅
師
一、
情
同
二
山
水
一、
契
類
二
金
石
一。
遂
則
奏
二
其
事
一、
其
事
畢
。

 
（『
天
台
霞
標
』
二
―
二
、〈
新
版
〉『
仏
全
』
四
一
、
二
五
六
頁
）
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大
乗
戒
勅
許
と
最
澄
の
最
期
を
め
ぐ
る
定
説
へ
の
疑
義
（
張

堂
）

傍
線
部
（
D
）
の
「
弘
仁
十
一
年
庚
子
」
と
は
、
先
に
引
文
し
た
『
上

顕
戒
論
表
』
の
傍
線
部
（
C
）、
つ
ま
り
最
澄
が
『
顕
戒
論
』
を
嵯
峨

天
皇
に
進
呈
し
た
段
階
の
こ
と
で
、
ま
さ
に
そ
の
撰
述
意
図
と
は
、
天

台
宗
の
年
分
度
者
は
「
治
部
省
」
や
「
僧
綱
」
を
経
由
せ
ず
に
、
比
叡

山
に
お
い
て
得
度
受
戒
さ
せ
る
こ
と
の
勅
許
を
請
う
も
の
で
あ
っ
た
。

た
だ
し
佐
伯
説
と
筆
者
の
新
知
見
を
総
合
す
れ
ば
、
藤
原
常
永
の
尽

力
に
よ
り
弘
仁
十
三
年
六
月
三
日
に
「
天
台
法
花
宗
年
分
度
者
二
人
、

於
二
比
叡
山
一、
…
…
依
二
法
華
経
制
一、
令
二
得
度
受
戒
一
」
の
勅
許
は
下
っ

て
い
る
。
す
る
と
『
類
聚
国
史
』
六
月
三
日
条
の
記
事
に
は
見
ら
れ
な

い
「
不
レ
経
二
治
部
・
僧
綱
一
」
と
い
う
点
の
み
が
、
な
お
「
天
判
未

レ
了
」
で
あ
っ
た
が
、
最
澄
が
示
寂
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
国
道
は
波
線

部
の
通
り
、
他
の
三
賢
臣
と
共
に
最
澄
の
志
を
思
い
、
遂
に
「
奏
二
其

事
一
」
し
、
そ
の
事
を
畢
え
た
と
述
懐
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
の
具
体
的
な
考
証
は
後
述
す
る
が
、
ま
ず
右
の
「
不
レ
経
二
治

部
・
僧
綱
一
」
を
め
ぐ
っ
て
は
、
先
の
傍
線
部
（
B
）
の
通
り
最
澄
示

寂
翌
年
の
弘
仁
十
四
年
二
月
二
十
七
日
付
「
太
政
官
牒
」
に
よ
っ
て
既

に
法
制
を
み
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
そ
の
書
式
か
ら
し
て
勅
施
行
の

も
の
で
は
な
く
、
延
暦
寺
別
当
が
未
度
者
へ
の
試
業
お
よ
び
得
度
そ
の

も
の
を
監
督
す
る
こ
と
へ
の
太
政
官
合
議
で
の
許
可
と
推
測
さ
れ
、
已

度
者
の
勘
籍
な
ら
び
に
度
牒
発
行
に
関
し
て
は
、
別
当
か
ら
従
来
通
り

玄
蕃
寮
に
そ
の
旨
を
申
告
さ
せ
、
最
終
的
に
「
下
二
知
治
部
省
一
」
せ

よ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
こ
の
時
点
で
天
台
宗
が
玄
蕃
寮
や
治

部
省
の
支
配
を
完
全
に
脱
し
切
れ
て
い
な
か
っ
た
証
左
で
あ
ろ
う
し
、

『
一
心
戒
文
』
に
は
お
そ
ら
く
こ
の
こ
と
が
原
因
で
、

弘
仁
十
四
年
三
月
十
七
日
、
国
忌
日
、
両
箇
之
人
、
得
度
已
畢
。
此
勘
籍
甚

難
。
…
…
仁
忠
師
云
。
玄
番
寮
二
度
者
勘
レ
籍
也
。
法
師
光
定
云
。
顕
戒
論

云
。
天
台
宗
二
度
者
、
不
レ
預
二
僧
籍
一
、
不
レ
属
二
僧
統
一
。
者
、
何
況
玄
蕃

寮
。
不
レ
知
二
勘
籍
之
由
一
。 

（『
伝
全
』
一
、
五
六
八
―
五
六
九
頁
）

と
、
延
暦
寺
上
座
の
仁
忠
に
お
い
て
す
ら
大
戒
独
立
後
も
得
度
者
の
勘

籍
は
依
然
と
し
て
玄
蕃
寮
に
委
ね
る
べ
き
と
主
張
す
る
始
末
で
あ
っ

た
。
対
し
て
光
定
は
「
不
レ
経
二
治
部
・
僧
綱
一
」
を
訴
え
て
い
る
『
顕

戒
論
）
4
（

』
を
引
き
合
い
に
仁
忠
に
反
駁
し
、
続
け
て
、

法
師
光
定
、
白
二
故
伴
参
議
一
。
…
…
延
暦
寺
別
当
、
在
二
大
政
官
左
中
弁
一
、

召
二
於
民
部
省
之
允
録
二
人
一
、
欲
レ
勘
二
天
台
宗
度
者
籍
一
。
者
、
必
成
二
彼

事
一
、
令
レ
聞
已
畢
。
伴
左
中
弁
、
聞
而
以
後
、
課
二
於
民
部
省
一
。
則
彼
省
云
。

下
二
官
符
一
而
可
レ
成
二
勘
籍
一
矣
。
延
暦
寺
別
当
…
…
藤
原
朝
臣
三
守
、
…
…
大

伴
宿
祢
国
道
、
二
別
当
、
達
二
殿
上
一
而
勘
籍
官
符
、
下
二
於
民
部
省
一。
自
レ
爾

以
後
、
宗
二
度
者
、
勘
籍
之
日
、
不
レ
往
二
官
所
、
在
二
於
山
裏
一
、
得
二
於
度

縁
一。
…
…
先
師
之
功
。
成
二
於
滅
後
一
。
弟
子
之
志
、
送
二
於
師
所
一
。 

 

 

（『
伝
全
』
一
・
五
六
八
―
五
七
〇
）

と
、
国
道
に
民
部
省
に
よ
る
天
台
宗
得
度
者
の
勘
籍
を
求
め
、
同
省
も

国
道
の
諮
問
に
対
し
、
官
符
が
下
れ
ば
勘
籍
は
可
能
と
回
答
し
た
。
そ

こ
で
藤
原
三
守
と
国
道
は
、
傍
線
部
の
通
り
「
達
二
殿
上
一
」
し
て
民
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部
省
宛
て
に
得
度
者
の
勘
籍
を
命
じ
る
官
符
を
発
給
せ
し
め
た
。
こ
れ

こ
そ
国
道
が
い
う
「
奏
二
其
事
一
」
な
の
で
あ
り
、
す
で
に
『
一
心
戒

文
』
は
藤
原
常
永
の
奏
申
に
よ
っ
て
大
戒
が
勅
許
さ
れ
た
と
明
記
し
て

い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
国
道
が
「
天
判
未
レ
了
」
と
し
た
の
は
、
ま
さ

に
「
不
レ
経
二
治
部
・
僧
綱
一
」
に
関
す
る
部
分
で
あ
っ
た
こ
と
が
い
よ

い
よ
浮
き
彫
り
と
な
っ
て
く
る
。
傍
線
部
の
続
き
に
は
、
こ
の
勅
施
行

の
官
符
に
よ
っ
て
天
台
宗
の
年
分
度
者
は
、
勘
籍
や
度
牒
発
行
の
際
に

官
所
、
す
な
わ
ち
玄
蕃
寮
や
治
部
省
に
出
向
く
必
要
が
な
く
な
り
、
す

べ
て
を
比
叡
山
内
で
処
理
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
と
伝
え
て
い
る
。

な
お
、『
一
心
戒
文
』
は
こ
の
官
符
発
給
に
三
守
と
国
道
だ
け
が
動

い
た
か
の
よ
う
に
記
す
が
、
こ
れ
は
叡
山
に
留
ま
っ
て
い
る
光
定
の
主

観
で
あ
り
、
朝
廷
の
中
枢
で
は
志
を
同
じ
く
す
る
藤
原
冬
嗣
と
良
岑
安

世
も
官
符
発
給
に
関
与
し
て
い
た
こ
と
は
、
先
に
引
文
し
た
国
道
の
書

簡
の
波
線
部
か
ら
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
引
文
で
は
省
略
し
た
が
、『
一

心
戒
文
』
は
、「
不
レ
経
二
治
部
・
僧
綱
一
」
と
い
う
制
度
の
完
全
な
確

立
が
最
澄
の
滅
後
と
な
っ
た
も
の
の
、
そ
の
「
志
」
は
、
弟
子
の
志
で

も
あ
り
、
国
道
に
官
符
を
作
さ
し
め
た
こ
と
が
繰
り
返
し
強
調
さ
れ
る

の
で
あ
り
、
国
道
の
「
遂
則
奏
二
其
事
一
、
其
事
畢
」
な
る
述
懐
は
、

『
一
心
戒
文
』
に
よ
っ
て
完
全
に
裏
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

二　

右
の
検
証
に
よ
り
、『
大
師
伝
』
の
「
最
澄
滅
後
に
四
賢
臣
が
大

戒
勅
許
を
奏
し
た
」
と
す
る
記
述
は
、
訛
伝
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ

た
。
で
は
、
如
何
な
る
経
緯
で
こ
の
訛
伝
は
生
じ
た
の
か
。

こ
の
こ
と
を
考
究
す
る
上
で
見
逃
せ
な
い
の
は
、
国
道
の
書
簡
の
宛

先
で
あ
る
円
澄
が
、
承
和
三
年
（
八
三
六
）
に
制
し
た
『
延
暦
寺
建
立

縁
起
）
5
（

』（
以
下
『
建
立
縁
起
』
と
略
す
）
で
あ
る
。

（
E
）
根
本
大
師
、
諱
最
澄
、
俗
姓
三
津
首
。
近
江
国
、
志
賀
郡
人
也
。
先
祖
後

漢
孝
献
帝
之
苗
裔
、
登
万
貴
王
也
。
軽
島
明
宮
御
宇
天
皇
之
世
、
遠
慕
二
聖

明
一、
帰
二
于
仁
化
一。
仍
賜
二
滋
賀
地
一。
自
レ
此
改
レ
姓
、
賜
二
三
津
首
一
也
。
去
延

暦
四
年
七
月
中
旬
、
登
二
陟
叡
峯
一、
…
…
同
七
年
、
奉
二
為
桓
武
天
皇
一、
創
二
建
根

本
一
乗
止
観
院
一。
…
…
同
廿
年
正
月
廿
六
日
、
下
レ
勅
、
給
二
毎
年
試
度
一。
…
…

弘
仁
二
年
七
月
、
建
二
立
法
華
三
昧
院
一。
…
…
其
後
、（

F
）
同
十
年
三
月
、
大
師
、

奏
下
請
立
二
天
台
戒
壇
院
一、
伝
中
菩
薩
大
戒
上
。
而
、
天
判
未
レ
下
、
大
師
遷
化
。 

弘
仁
十
三
年
六
月
四

日
、
是
忌
日
也
。

爰
…
…
（
G
）
参
議
右
大
弁
国
通
、
為
二
寺
家
別
当
一、
尋
二
宿
昔
良

縁
一、
奏
請
レ
遂
二
大
師
本
願
一。
同
十
三
年
六
月
十
一
日
、
即
賜
下
前
件
二
人
年

分
、
於
二
比
叡
山
一、
得
度
受
戒
、
即
十
二
年
不
レ
聴
レ
出
レ
山
、
四
種
三
昧
令

レ
得
二
修
練
一
之
詔
上
。
…
…
天
長
二
年
、
依
二
太
上
天
皇
嵯
峨
皇
帝

先
勅
、
并
当
代
詔

勅
一、
…
…
造
二
立
戒
壇
院
一。

こ
の
傍
線
部
（
F
）
に
太
字
で
示
し
た
部
分
は
、
国
道
の
「
天
判
未

レ
了
、
禅
師
已
没
」
を
踏
ま
え
た
語
句
で
あ
る
が
、
円
澄
は
弘
仁
十
年

三
月
に
最
澄
が
上
奏
し
た
『
四
条
式
』
を
前
提
と
し
て
い
て
、
そ
れ
は

「
戒
壇
院
を
建
立
し
菩
薩
大
戒
を
伝
え
る
」
こ
と
の
奏
請
で
あ
っ
た
と

い
う
。
し
か
し
「
天
判
未
レ
下
」
の
ま
ま
「
大
師
遷
化
」
と
な
っ
た
た

め
、
傍
線
部
（
G
）
に
あ
る
よ
う
に
、
国
道
は
「
宿
昔
良
縁
」
た
る
他

の
三
賢
臣
を
尋
ね
、
先
ず
は
大
戒
勅
許
の
奏
上
に
動
き
、
弘
仁
十
三
年
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六
月
十
一
日
に
そ
の
「
詔
」（
勅
許
）
を
得
た
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ

の
「
太
上
天
皇
嵯
峨
皇
帝
先
勅
」
と
、
天
長
二
年
の
淳
和
天
皇
に
よ
る
「
当

代
詔
勅
」
に
よ
っ
て
戒
壇
院
が
造
立
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
看
過
で
き
ぬ
問
題
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
最
澄
が
大
乗
〝
戒

壇
〞
建
立
の
勅
許
を
求
め
た
な
ど
と
い
う
事
実
は
、
そ
の
生
涯
に
お
い

て
一
度
も
無
い
。
百
歩
譲
っ
て
最
澄
に
は
大
戒
勅
許
を
得
た
の
ち
、
副

次
的
な
構
想
と
し
て
戒
壇
院
を
建
立
し
よ
う
と
し
て
い
た
口
吻
は
認
め

ら
れ
る
が
、
あ
く
ま
で
も
そ
れ
は
大
戒
の
独
立
を
達
成
し
た
後
の
展
望

に
過
ぎ
な
か
っ
た
）
6
（

。
ゆ
え
に
当
然
な
が
ら
戒
壇
建
立
の
勅
許
な
ど
下
さ

れ
る
は
ず
も
な
い
の
で
あ
り
、
史
実
の
転
訛
甚
だ
し
き
も
の
が
あ
る
。

事
実
、
戒
壇
院
は
最
澄
滅
後
数
年
後
に
奏
上
さ
れ
建
立
を
み
た
。

こ
こ
で
薗
田
﹇
一
九
五
九
﹈
の
、「「
縁
起
」
と
は
、
い
わ
ば
寺
院
の

自
己
表
現
の
手
段
で
あ
る
」
と
の
指
摘
と
、
こ
れ
を
受
け
た
藤
井

﹇
二
〇
一
五
﹈
が
、
こ
の
時
代
の
縁
起
文
に
つ
い
て
、

自
身
の
立
場
を
正
当
化
す
る
た
め
、
象
徴
的
な
話
材
を
創
作
・
潤
色
し
、
国
に

向
け
て
ア
ピ
ー
ル
し
よ
う
と
し
た
結
果
、
独
自
の
記
載
が
盛
り
込
ま
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
と
い
う
状
況
も
ま
た
、
十
分
に
想
定
で
き
る
）
7
（

（
傍
線
は
筆
者
）

と
指
摘
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
問
題
を
考
え
る
上
で
大
い
に
参
考
と

な
る
。『
建
立
縁
起
』
は
「
代
々
の
天
皇
・
皇
后
の
御
願
に
よ
り
建
立

さ
れ
た
寺
院
」
に
対
し
国
家
が
そ
の
制
作
を
求
め
た
の
で
あ
り
、
な
る

ほ
ど
叡
山
の
主
要
伽
藍
が
、
い
か
に
天
皇
と
の
関
わ
り
の
な
か
に
お
い

て
建
立
さ
れ
て
き
た
の
か
、
略
縁
起
）
8
（

の
性
格
上
じ
つ
に
簡
明
に
記
さ
れ

て
い
る
。
こ
と
に
当
時
天
台
座
主
で
あ
っ
た
円
澄
の
眼
前
に
は
、
既
に

大
乗
戒
壇
院
が
そ
の
威
容
を
誇
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
端
的
な
縁
起
文

で
こ
れ
を
権
威
付
け
る
た
め
に
は
、
細
か
い
経
緯
は
差
し
置
き
、
最
澄

が
嵯
峨
天
皇
の
御
代
か
ら
大
乗
戒
壇
建
立
の
勅
裁
を
請
う
た
と
、
い
わ

ば
最
澄
、
嵯
峨
天
皇
、
淳
和
天
皇
の
三
者
の
功
績
に
帰
す
こ
と
で
、
そ

の
目
的
を
果
た
そ
う
と
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

小
結　

六
月
三
日
の
大
戒
勅
許
は
ま
さ
に
奇
跡
で
あ
り
、
比
叡
山
の
者

な
ら
ば
誰
し
も
が
知
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
だ
け
に
叡
山
に
居
る

一
乗
忠
が
こ
れ
を
等
閑
に
付
す
な
ど
あ
り
得
る
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
る

に
『
建
立
縁
起
』
の
波
線
部
（
E
）
が
『
大
師
伝
』
の
冒
頭
部
分
と
全

同
で
あ
る
事
実
は
、
こ
の
訛
伝
の
経
緯
を
考
え
る
上
で
見
逃
せ
な
い
）
9
（

。

す
な
わ
ち
『
建
立
縁
起
』
が
延
暦
寺
の
公
式
見
解
と
さ
れ
た
以
上
、
宗

内
の
文
献
が
こ
れ
に
辻
褄
を
合
わ
せ
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

り
、
現
行
『
大
師
伝
）
10
（

』
は
、
そ
の
原
本
が
『
建
立
縁
起
』
成
立
後
に
増

広
改
変
し
た
可
能
性
、
あ
る
い
は
一
乗
忠
を
真
忠
（
生
没
年
不
詳
）
と
み

る
学
説
が
有
力
で
あ
る
現
在
、
真
忠
の
没
年
が
仮
に
承
和
三
年
以
降
で

あ
る
な
ら
ば
、
国
道
「
書
簡
」↓
円
澄
『
建
立
縁
起
』↓
一
乗
忠
『
大
師

伝
』
と
い
う
成
立
も
考
え
ら
れ
る
。

と
も
あ
れ
本
稿
は
、
六
月
三
日
の
大
戒
勅
許
が
定
着
し
な
い
最
大
の

足
枷
で
あ
り
、
千
二
百
年
来
悲
劇
性
を
伴
い
定
説
化
し
て
き
た
、「
最
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澄
滅
後
の
大
戒
勅
許
」
の
典
拠
た
る
『
大
師
伝
』
の
記
述
が
、
お
よ
そ

史
実
か
ら
乖
離
し
た
と
こ
ろ
の
訛
伝
で
あ
る
こ
と
を
、
国
道
の
書
簡
を

解
読
し
論
証
し
た
。

よ
っ
て
今
後
、
六
月
三
日
大
戒
勅
許
説
は
大
き
く
前
進
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
、
同
時
に
そ
れ
は
従
来
悲
劇
的
語
彙
で
描
写
さ
れ
て
き
た
最

澄
の
最
期
が
、
根
底
か
ら
覆
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

1　

佐
伯
﹇
一
九
九
二
﹈
五
二
七
―
五
二
八
頁
。

2　
『
続
天
全
』

史
伝
２
、
四
五
頁
。
ち
な
み
に
「
纔
」
は
「
よ
う
や
く
」「
や
っ
と
」
の
意
。

3　
『
伝
全
』
一
、
五
七
六
頁
。

4　
『
顕
戒
論
』
の
当
該
箇
所
は

「
開
下

示
天
竺
不
レ

立
二

記
籍
一

亦
無
二

僧
統
一

明
拠
上、
五
十
二
」（『
伝

全
』
一
、
一
七
九
―
一
八
〇
頁
）
を
参
照
。

5　

薗
田

﹇
一
九
五
九
﹈
で
は
、
当
該
『
建
立
縁
起
』
を
円
澄
真
撰
と
し
て
論
証
し
て

い
る
。
ま
た
、
本
稿
に
引
文
し
た
『
建
立
縁
起
』
は
、
富
樫
﹇
二
〇
一
五
﹈

に
て
発
表
さ
れ
た
校
合
テ
キ
ス
ト
本
文
に
筆
者
が
私
に
返
り
点
と
句
読
点
を

付
し
た
も
の
で
あ
る
。

6　

高
佐
﹇
一
九
八
九
﹈
参
照
。  

7　

藤
井
﹇
二
〇
一
五
﹈
六
六
頁
。

8　

薗
田
﹇
一
九
五
九
﹈
参

照
。

9　

薗
田
﹇
一
九
五
九
﹈
は
『
大
師
伝
』↓
『
建
立
縁
起
』
の

成
立
順
を
採
る
が
、
お
そ
ら
く
古
来
伝
承
さ
れ
て
い
た
『
大
師
伝
』
の
仁
忠

（
天
長
年
間
〔
八
二
四
―
八
三
四
〕
没
）
撰
者
説
に
基
づ
く
の
で
あ
ろ
う
。

10　

佐
伯
﹇
一
九
九
二
﹈
は
、『
大
師
伝
』
の
成
立
を
「
天
長
二
年
四
月
五

日
以
前
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」（
八
〇
頁
）
と
す
る
が
、
国
道
「
書
簡
」

に
あ
る
最
澄
示
寂
を
受
け
四
賢
臣
が
動
い
た
、
と
い
う
記
述
が
『
大
師
伝
』

に
影
響
し
た
可
能
性
は
高
く
、
よ
っ
て
天
長
二
年
八
月
以
前
の
成
立
も
難
し

く
な
る
と
思
わ
れ
る
。

〈
参
考
文
献
〉

佐
伯
有
清
『
伝
教
大
師
伝
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
二

佐
伯
有
清
『
最
澄
と
空
海
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八

張
堂
興
昭
「
弘
仁
十
三
年
六
月
三
日
の
大
戒
勅
許
を
め
ぐ
っ
て
」『
天
台
学

報
』
第
六
〇
号
、
二
〇
一
八

富
樫
進
「
比
叡
山
造
鐘
譚
に
見
る
嵯
峨
上
皇
」
小
林
真
由
美
・
北
條
勝
貴
・

増
尾
伸
一
郎
編
『
寺
院
縁
起
の
古
層
―
―
注
釈
と
研
究
―
―
』
法
蔵
館
、

二
〇
一
五

高
佐
宣
長
「
最
澄
の
大
乗
戒
壇
に
つ
い
て
」『
印
仏
研
』
第
三
八
巻
第
一
号
、

一
九
八
九

薗
田
香
融
「
承
和
三
年
の
諸
寺
古
縁
起
に
つ
い
て
」
魚
澄
先
生
古
稀
記
念
会

編
『
魚
澄
先
生
古
稀
記
念　

国
史
学
論
叢
』
魚
澄
先
生
古
稀
記
念
会
、

一
九
五
九

藤
井
由
紀
子
「
寺
院
縁
起
文
の
史
料
性
に
つ
い
て
」
小
林
真
由
美
・
北
條
勝

貴
・
増
尾
伸
一
郎
編
『
寺
院
縁
起
の
古
層
―
―
注
釈
と
研
究
―
―
』
法
蔵

館
、
二
〇
一
五

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
最
澄
、
大
乗
戒
、『
叡
山
大
師
伝
』、『
延
暦
寺
建
立
縁
起
』、

『
伝
述
一
心
戒
文
』

（
大
正
大
学
、
東
洋
大
学
非
常
勤
講
師
・
博
士
（
仏
教
学
））
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